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再生可能エネルギーの活用推進に向け、 
軽量薄型太陽光パネルの自社工場への導入実証を開始 
気象条件が大きく異なる4工場の壁面・屋根に 
軽量薄型太陽光パネルを設置しその活用方法を検証 
 
株式会社LIXIL（以下LIXIL）は、脱炭素社会の実現に向け、Scope2の削減に貢献する取り組み
の1つとして再生可能エネルギー活用を推進するため、軽量薄型太陽光パネルの自社工場への導
入実証を開始します。 

 
LIXILは、地球環境の改善への貢献を目指した環境ビジョン2050「Zero Carbon and Circular 
Living (CO₂ゼロと循環型の暮らし）」を掲げており、FYE2024には、日本の建材業界で初め
て、長期目標「2050年までにCO₂排出量実質ゼロ」のSBTネットゼロ認定を取得しました（基
準年：2019年3月期）。これらの目標実現のためには、Scope1の燃料消費によるCO₂削減活動
だけでなくScope2の削減が必須であり、LIXILでは、自社の製造拠点における太陽光発電設備
の設置やオンサイトPPAの導入など、国内外の生産工場・事業所での再生可能エネルギーの導入
を進めています。 
 
一方で従来の太陽光パネルの場合、一般的に重量が1㎡あたり14〜16kgと重く、各事業所の屋
根に設置するためには耐荷重が大きな問題となっていました。LIXIL内においても、建物の屋根
への設置可能な拠点が限られていました。 
そこでLIXILでは、自社工場の軽量薄型太陽光パネルの導入実証を開始します。軽量薄型太陽光
パネルによって耐荷重の課題を解決します。また設置場所についても、屋根のみならず壁面に
も設置することで、各地域の気象条件などに合わせた設置形態を確認します。例えば、積雪地
域では壁面設置により、雪面での反射分も発電量としてカウントできるため、より多くの発電
量を見込むことができます。 



 
今回、気象条件の異なる4工場（栗沢・一関・粕川・有明）の壁面・屋根に導入することで、地
域差や設置場所・施工面の違いによる発電性能を比較し、本格的な実装に向けて安定的な発
電・運用方法やその施工方法を検討します。 
 
■導入工場一覧 
工場名 所在地 施工面 特徴的な気象等の条件 導入開始時期 

栗沢 北海道岩見沢市 壁面・屋根 雪・日射角が小さい 2025年9月 

一関 岩手県一関市 壁面・屋根 雪・日射量が少ない 2025年7月 

粕川 群馬県前橋市 壁面・屋根 標準的気候・日射量が多い 2025年5月 

有明 熊本県玉名郡 壁面・屋根 台風・塩害・黄砂 2025年9月 

 
LIXILではこれからも、世界中の誰もが願う、豊かで快適な住まいの実現と持続可能な社会へ貢
献するべく、環境ビジョン2050の達成に向けて取り組んでまいります。 
 
 
発行元 
株式会社LIXIL（http://www.lixil.com/jp） 
本社：東京都品川区西品川一丁目1番1号大崎ガーデンタワー24F 
※このリリースは、LIXIL Newsroom（https://newsroom.lixil.com/ja/）でも発表しています。 
 
 
About LIXIL 
LIXILは、世界中の誰もが願う豊かで快適な住まいを実現するために、日々の暮らしの課題を解決する先進的な
トイレ、お風呂、キッチンなどの水まわり製品と窓、ドア、インテリア、エクステリアなどの建材製品を開発、
提供しています。ものづくりの伝統を礎に、INAX、GROHE、American Standard、TOSTEMをはじめとする
数々の製品ブランドを通して、世界をリードする技術やイノベーションで、人びとのより良い暮らしに貢献して
います。現在約53,000人の従業員を擁し、世界150カ国以上で事業を展開するLIXILは、生活者の視点に立った
製品を提供することで、毎日世界で10億人以上の人びとの暮らしを支えています。 
株式会社LIXIL（証券コード: 5938）は、2025年3月期に1兆5,047億円の連結売上高を計上しています。 
LIXILグローバルサイト：https://www.lixil.com/jp/ 
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